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【手続補正書】
【提出日】平成28年5月27日(2016.5.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
被取付部に取り付けられるＬＥＤランプ本体と、前記ＬＥＤランプ本体に取り付けられる
透光性カバーとを備えたＬＥＤ照明装置であって、
前記ＬＥＤランプ本体は、
ベース部材と、
前記ベース部材を前記被取付部に取り付ける取付部と、
前記取付部よりも外周側において前記ベース部材に配設される点灯基板と、
前記点灯基板に電気的に接続されるＬＥＤ基板と、
前記ＬＥＤ基板に実装されるＬＥＤ素子と、を有し、
前記ＬＥＤランプ本体の高さ方向において、前記ＬＥＤ基板の一部が、前記点灯基板と重
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畳して、前記ＬＥＤランプ本体を天井面に取り付けた状態において前記点灯基板の下方に
位置していることを特徴とするＬＥＤ照明装置。
 
【請求項２】
請求項１に記載されたＬＥＤ照明装置であって、前記ＬＥＤ基板は、前記点灯基板の電子
部品の一部と前記ＬＥＤランプ本体の高さ方向において重ならないように切り欠きが形成
されていることを特徴とするＬＥＤ照明装置。
　
【請求項３】
請求項１又は請求項２のいずれかに記載されたＬＥＤ照明装置であって、
前記ＬＥＤ基板を支持する基板固定台を有し、
前記基板固定台は、断熱性を有する部材から形成され前記ベース部材の周縁部から中心部
に向かって前記ＬＥＤランプ本体を天井面に取り付けた場合の床面側に傾斜し、
前記ＬＥＤ基板は、前記基板固定台に支持されて前記ベース部材の周縁部から中心部に向
かって前記ＬＥＤランプ本体を天井面に取り付けた場合の床面側に傾斜して配置されてい
ることを特徴とするＬＥＤ照明装置。
 
【請求項４】
請求項３に記載されたＬＥＤ照明装置であって、前記ベース部材の周縁部は、ベース部材
の中心部より前記ＬＥＤランプ本体を天井面に取り付けた場合の床面側に位置し、前記基
板固定台は、前記ベース部材の周縁部より前記中心部側でベース部材に固定されているこ
とを特徴とするＬＥＤ照明装置。
 
【請求項５】
請求項１乃至請求項４のいずれかに記載されたＬＥＤ照明装置であって、前記点灯基板の
裏面は、前記ベース部材に配設されていることを特徴とするＬＥＤ照明装置。
　
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
本発明は、上記の課題を解決するための第１の手段として、被取付部に取り付けられるＬ
ＥＤランプ本体と、このＬＥＤランプ本体に取り付けられる透光性カバーとを備えたＬＥ
Ｄ照明装置であって、ＬＥＤランプ本体は、ベース部材と、このベース部材を被取付部に
取り付ける取付部と、この取付部よりも外周側においてベース部材に配設される点灯基板
と、この点灯基板に電気的に接続されるＬＥＤ基板と、このＬＥＤ基板に実装されるＬＥ
Ｄ素子と、を有し、ＬＥＤランプ本体の高さ方向において、ＬＥＤ基板の一部が、点灯基
板と重畳して、ＬＥＤランプ本体を天井面に取り付けた状態において点灯基板の下方に位
置していることを特徴とするＬＥＤ照明装置を提供するものである。
 
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
本発明は、上記の課題を解決するための第２の手段として、上記第１の解決手段において
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、ＬＥＤ基板は、点灯基板の電子部品の一部とＬＥＤランプ本体の高さ方向において重な
らないように切り欠きが形成されていることを特徴とするＬＥＤ照明装置を提供するもの
である。
 
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
本発明は、上記の課題を解決するための第３の手段として、上記第１又は第２のいずれか
の解決手段において、ＬＥＤ基板を支持する基板固定台を有し、この基板固定台は、断熱
性を有する部材から形成されベース部材の周縁部から中心部に向かってＬＥＤランプ本体
を天井面に取り付けた場合の床面側に傾斜し、ＬＥＤ基板は、この基板固定台に支持され
てベース部材の周縁部から中心部に向かってＬＥＤランプ本体を天井面に取り付けた場合
の床面側に傾斜して配置されていることを特徴とするＬＥＤ照明装置を提供するものであ
る。
　
 
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
本発明は、上記の課題を解決するための第４の手段として、上記第３の解決手段において
、ベース部材の周縁部は、ベース部材の中心部よりＬＥＤランプ本体を天井面に取り付け
た場合の床面側に位置し、基板固定台は、ベース部材の周縁部より中心部側でベース部材
に固定されていることを特徴とするＬＥＤ照明装置を提供するものである。
 
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
本発明は、上記の課題を解決するための第５の手段として、上記第１乃至第４のいずれか
の解決手段において、点灯基板の裏面は、ベース部材に配設されていることを特徴とする
ＬＥＤ照明装置を提供するものである。
 
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】削除
【補正の内容】
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【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】削除
【補正の内容】
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